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（13）大阪湾の埋め立て地周辺海域における底質環境と 

マクロベントスの動向に関する研究 

 

予算 

 大阪湾圏域の海域環境再生・創造に関する研究助成（大阪湾広域臨海環境整備センター） 

 

結果の概要 

  クラスター解析により類型化したマクロベントス群集と底層環境との関係性を正準対応分析  

 （CCA）により座標付け解析を行った結果、マクロベントス群集空間分布に影響を及ぼす要因は底 

 質の有機汚濁と溶存酸素であることが示された。 

  経年的には湾奥の沿岸では密度、種多様度の減少が顕著であったことから、埋め立て等により 

 海水の交換が弱まり、マクロベントスの生息環境が悪化している可能性も示唆された。海域区分 

 ごとにマクロベントス、メガベントス、底生魚類の優占種を抽出したところ、海域区分ごとに種 

 組成が大きく異なっていた。これは湾内の底層環境の勾配が大きいことを反映したものと考えら 

 れた。 

 

調査方法 

１． 調査定点 

1) マクロベントス・底質調査 

  大阪湾内の 31 点（図 1） 

  2) メガベントス・底生魚類調査 

   大阪湾内の 25 点（図 2） 

 

２．調査期間と実施日 

1) マクロベントス・底質調査 

  2014 年 6 月 19、20 日・9 月 9、10 日  

 2) メガベントス・底生魚類調査 

  2014 年 5 月 27，28 日 

 

３．調査項目 

1) マクロベントス・底質調査 

   マクロベントスは各地点で 1 回、スミス・マッキンタイヤー型採泥器により採集した。海底  

  堆積物は KK 式コアサンプラー、エクマンバージ型採泥器、スミス・マッキンタイヤー型採泥器 

  により採集し、中央粒径値（Mdφ）、淘汰度（σI）、歪度（SkI）、全有機炭素量（TOC）、全窒素 

図 2 メガベントス・底生魚類 

  調査点 

図１マクロベントス・底質調査点 
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  量（TN）、C/N 比、炭素安定同位体比（δ13C）、窒素安定同位体比（δ15N）、酸揮発性硫化物体 

  イオウ量（AVS）の 9 つについて分析を行った。底層の水温、塩分、溶存酸素濃度（DO）は蛍光 

  式溶存酸素センサーを備えた CTD（JFE アドバンテック，ASTD102）により測定した。 

   横山・佐野（2015）の底質区分法に従い、9 つの底質分析項目を用いて主成分分析を行った。 

  第 1～3 主成分のスコアを底質の状況を表す総合的指標（score1、2、3）としてマクロベントス 

  の種組成に影響を及ぼす要因とみなした。 

   マクロベントス群集の分布特性を把握するために、クラスター解析を行った。クラスター解 

  析の結果、クラスターごとに平均密度，個体数割合を算出し、上位 5 種を優占種とし、各クラ 

  スターを特徴付ける種とした。また、マクロベントス群集に影響を及ぼす要因を解析するため 

  に、密度について正準対応分析（CCA）による座標付け解析を行った。外的要因の指標として、  

  水温、塩分、DO、score1、2、を用いた。 

   マクロベントス群集の経年的な変化を評価するために、城・矢持（1988）により示された 1986 

  年 5、7、9、11 月、1987 年 1 月におけるマクロベントスの平均密度、種数を 2014 年 6、9 月の 

  平均値と比較した。 

 2) メガベントス・底生魚類調査 

   目合い 5mm のカバーネットを被せた石げた網（けた幅 1.8m）2 丁の 10 分間曳網によりメガベ   

  ントス、底生魚類を採集し、採集物の種査定、計数及び測定を行った。 

 

４．調査船 

1) マクロベントス・底質調査 

  調査船おおさか 

 2) メガベントス・底生魚類調査 

  小型底びき網漁船用船 

 

調査結果 

図 3～6、表 1 のとおり。 

 

担当者 
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図 4 クラスター解析により分類されたマクロベントス群集の水平分布 

          左：6 月、右：9 月 

図 3 底質の総合的指標（score1）の水平分布 
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図 5 正準対応分析の結果 

図 6 1986-1987 年と 2014 年の平均密度と平均種数 
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表 1 海域区分ごとの優占種 


